
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

大2 中大口径管路を対象とした漏水検知技術の開発

2 課題の詳細

大阪市

漏水事故の未然防止と有収率の向上を図るため、定期的に漏水調査を実施していますが、主に小口径管路が対象で、

漏水検知技術が確立されています。しかし、中大口径管路では漏水音が伝搬しにくい等の制約があり、効果的かつ実用

的な漏水検知技術が確立されていません。また、中大口径管路の漏水事故は社会的影響が大きいため、地下漏水時点で

の早期発見が望ましいが、技術として確立していない。

中大口径管路は、更新に多額の費用がかかること、更新工事期間はその管路の代替機能の確保が難しいことから、

更新が容易に進まない状況です。中大口径管路（主に500 ㎜ 以上）で漏水検知技術が確立されれば、通常の漏水

調査による漏水検知のほか、更新が困難な管路では状態監視もできるようになります。

また、中大口径管路は小口径管路と比較して、埋設位置が深いため、修繕作業に伴う仮設等土木工事が大規模と

なり、修繕作業当日での掘削範囲の拡大などの対応が困難なことから、修繕作業の前段において、漏水位置を特定

する作業（漏水調査の精度誤差を補完）を実施することが望ましい。

 中大口径管路（主に口径500 ㎜ 以上）の漏水音を検知できる技術（音圧調査、相関調査、各種音聴（戸別、弁

栓、路面）調査等）

 中大口径管路の漏水状況を常時監視できる技術

 海底横断管の漏水を検知できる技術

 漏水調査による精度誤差を補完するための漏水位置を特定する技術（探査ボーリング以外の手法）

求める技術：②


